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平安時代後期の水田（2-2 区、前上から）

二ノ坪二ノ坪 三ノ坪三ノ坪

坪境の大畦畔

平安時代後期の水田（2-1 区、真上から）　

坪境の大畦畔（2-1 区、東から）　

　調査地の中央部のやや東寄りの場所で、東西方向の坪境の大畦畔が 1条みつかりました。それを挟

んで、長地型の水田が広がっていました。一面に、人や牛の足跡が多数みつかっています。

　平安時代（約 900年前）には、調査区のほぼ

中央を東西に川が流れ、その南側に人々が暮ら

していた状況を知ることができました。この面

では当時の方形板枠井戸・曲物井戸や建物の柱

跡などがみつかっています。また、宋銭4枚ほ

どが、紐につなげられていたと考えられる状態

でみつかりました。川より北側にある溝から

は、当時の皿が集中してみつかるとともに、皇

朝十二銭のうち11番目に作られたもので、 907

年に作られ始めた延喜通宝８枚が紐につなげら

れていたと考えられる状態でみつかり、祭祀を

行ったものと考えられます。ほかに主な出土遺

物としては、緑釉陶器・灰釉陶器・瓦器・土師

質土器・黒色土器・須恵器・瓦などがあります。

古代の水田

溝から出土した土器・銭貨

（３区、南から）　





古墳時代中期初頭の水田（１-1・2-1 区、東から）古墳時代中期初頭の水田（１-1・2-1 区、東から）

古墳時代中期初頭の溝

（１-1・2- 区、東から）

古墳時代中期初頭の溝

（１-1・2- 区、東から）

溝から出土した土器と木製品（南東から）溝から出土した土器と木製品（南東から）

馬の歯馬の歯





弥生時代の集落

　調査地南端部の南側から続く高まり上

で、弥生時代中期前葉（約2400年前）の

集落の縁辺がみつかりました。土坑・井

戸や溝などがあり、それらから、壺や甕

などが出土しています。また、その中に

は木製品や石器も含まれました。

　高まり部分に住み、周辺の低い部分で

は水田耕作を行っていたことがわかりま

した。

小さい区画の水田

　弥生時代中期前葉の集落の下にあっ

た洪水砂を掘削すると、弥生時代前期

後葉（約2500年前）以降の水田がみつ

かりました。整然と並ぶ小区画の水田

が良好に残っているところもありまし

た。一部の大畦畔は、弥生時代中期初

頭の水田と同じ位置でみつかりまし

た。洪水砂が運ばれたところを中心と

して、災害からの復旧を行い、運ばれ

なかったところは、そのまま同じ位置

で利用されたようです。

弥生時代前期の土木工事

　弥生時代の前期中葉～後葉（約2700

～2500年前）の高まりがみつかりまし

た。　この高まりは、もともと周辺よ

り高かったところに、さらに土を盛り

上げて、人工的に造成してできたもの

です。　高まりの上には、溝が１条掘

削されていました。溝底の高さや高ま

り周辺の地形から、北西方向に流れて

いたと考えられます。

　水田開発が一つの契機となって、こ

のような土木工事が行われた可能性が

あります。

弥生時代中期前葉の集落（1-1 区、東から）弥生時代中期前葉の集落（1-1 区、東から）

弥生時代前期中葉～後葉の高まり（2-1 区、南から）弥生時代前期中葉～後葉の高まり（2-1 区、南から）

弥生時代前期後葉の水田（1-1 区、南から）弥生時代前期後葉の水田（1-1 区、南から）






